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北
区
で
は
、
サ
ル
の

出
没
件
数
が
増
え
て
い

ま
す
。
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
を
サ
ル
の
エ
サ
場

に
し
な
い

　

サ
ル
が
人
里
に
出
没

す
る
の
は
、
そ
こ
に
山

よ
り
美
味
し
い
食
べ
物

が
あ
る
か
ら
で
す
。
畑

は
ネ
ッ
ト
等
で
囲
い
サ

ル
が
入
れ
な
い
対
策
を

と
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

家
に
侵
入
さ
れ
な
い
よ

う
家
の
周
り
に
食
べ
物

を
置
か
な
い
、
出
没
時
は
窓
等

を
締
め
る
注
意
も
必
要
で
す
。

も
し
、
サ
ル
に
遭
遇
し
た
ら

　

特
に
子
ど
も
や
お
年
寄
り
が

一
人
で
遭
遇
し
た
場
合
、
む
や

み
に
刺
激
せ
ず
、
目
を
合
わ
せ

ず
、
そ
の
場
を
ゆ
っ
く
り
慌
て

ず
に
離
れ
ま
し
ょ
う
。
食
べ
物

を
持
っ
て
い
る
と
き
は
、
す
ぐ

に
隠
し
て
く
だ
さ
い
。

人
と
サ
ル
の
住
み
分
け
を
守
る

た
め
に
地
域
で
の
話
し
合
い
を

　

サ
ル
対
策
に
つ
い
て
町
内
・

ご
近
所
で
話
し
合
い
、
地
域
ぐ

る
み
の
取
り
組
み
に
よ
り
サ
ル

が
近
寄
り
に
く
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

�
☎
432
‐
１
２
０
８

　
北
部
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

�

☎
493
‐
６
６
６
０

　

６
月
２
日
、
京
都
市
市
民
憲

章
の
推
進
者
市
長
表
彰
が
、
京

都
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
の
ま
ち
が
市
民
や
観
光

客
の
皆
様
に
「
い
つ
ま
で
も
住

み
続
け
た
い
」「
ま
た
訪
れ
た

い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
積
極
的
に
活
動
さ
れ
た
方
に

門
川
大
作
市
長
か
ら
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
北
区
で
は
、

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
や
健
康
で
心
豊
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
等
に
取
り

組
ま
れ
た
方
々
が
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

市
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
様

（
順
不
同
）

桃
井　

三
郎　

様
（
上
賀
茂
）

中
出　

律
子　

様
（
大
宮
）

尾
島　

榮
子　

様
（
大
宮
）

井　

茂　
　

様
（
鷹
峯
）

原　
　

良
子　

様
（
大
将
軍
）

山
﨑　

久
子　

様
（
楽
只
）

中
田　

昌
代　

様
（
中
川
）

人
見
美
代
子　

様
（

野
）

三
宅　

正　
　

様
（

野
）

「
市
民
力
」、「
地
域
力
」
で
切
り
拓
こ
う
　
未
来
の
京
都

～
い
つ
ま
で
も
「
京
都
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
ね
。」

と
言
え
る
ま
ち
を
目
指
し
て
～

京
都
市
市
民
憲
章
推
進
者
市
長
表
彰

盆
踊
り
大
会

楽
只
夏
ま
つ
り

　

盆
踊
り
を
通
じ
て
、
ふ
れ
あ

い
の
輪
を
広
げ
て
、
市
民
相
互

の
交
流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　

８
月
13
日
（
土
）

　

午
後
５
時
～
９
時

場
所　

楽
只
小
学
校

　

※
雨
天
の
場
合
は
講
堂

内
容　

夜
店　

カ
ラ
オ
ケ

　

盆
踊
り　

ダ
ン
ス

問�

合
せ　

北
い
き
い
き
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー☎

492
‐
７
３
２
０

　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
、

平
成
18
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

27
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
さ
せ

る
耐
震
改
修
工
事
（
改
修
に
か

か
る
費
用
が
30
万
円
以
上
の
も

の
）
を
行
っ
た
場
合
、
床
面
積

120
㎡
ま
で
の
部
分
の
固
定
資
産

　

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
京
都
精

華
大
学
の
学
生
、
上
賀
茂
神
社

及
び
周
辺
地
域
の
人
々
に
よ
る

地
域
美
術
展
で
す
。
メ
イ
ン
会

場
の
上
賀
茂
神
社
と
そ
の
周
辺

で
は
学
生
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
立
体
造
形
、
陶
芸
な
ど
の
作

品
の
展
示
と
「
光
の
道
、
絆
の

道
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
明
神
川

行
燈
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
ま
す
。

ア
ー
ト
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

税
額
が
一
定
期
間
２
分
の
１
に

減
額
さ
れ
ま
す
。
改
修
工
事
が

完
了
し
た
日
か
ら
３
か
月
以
内

に
必
要
書
類
と
と
も
に
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
改
修

工
事
を
さ
れ
た
方
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問�

合
せ　

固
定
資
産
税
課
家
屋

担
当�

☎
432
‐
１
２
３
８

だ
け
る
催
し
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日�

時　

７
月
23
日(

土)

～
31

日(

日)

　

午
前
10
時
～
午
後
９
時

場�

所　

上
賀
茂
神
社
、
明
神
川

周
辺

問�

合
せ　

京
都
精
華
大
学
社
会

連
携
セ
ン
タ
ー

�

☎
702
‐
５
２
０
１

行政相談委員としての功績が認められました
　５月11日、行政相談委員の藤井恒子さんに総務省近畿

管区行政評価局長から感謝状が贈られました。

　藤井さんは、平成15年から行政相談委員として活動さ

れ、定例相談所を北区役所で毎月開設しているほか、特

設相談所を年２回開設し、行政に関する苦情の解決と行

政運営の改善に尽力された功績が認められ、受賞の運び

となりました。

参加者募集キッズクッキング
　子どものころから料理を
することは五感を育て、食
事に対する関心を高めるこ
とができます。夏休みのひ
とときに、親子で楽しく食
材学習や調理を体験してみ
ませんか。

申�込方法　７月19日(火) か
ら電話で受け付けます（先
着順）。

問�合せ　健康づくり推進課
成人保健・医療担当　

☎432-1438
日　程 ７／27（水） ８／３（水） ８／４（木）

時　間 午前10時～午後１時

場　所 北保健センター２階　栄養実習室

対　象 ５～６歳児（就学
前）と保護者

小学１～３年生と
保護者

小学４～６年生と
保護者

定　員 10組 15組 15組

内　容
親子で挑戦！ごは
んピザをつくろう

自分だけのオムラ
イスをつくろう

中華ランチはもう
おまかせ
えびチリ定食をつ
くろう

参加費 １人500円／各回

持ち物 エプロン、三角巾(バンダナ等)、手拭タオル、上履き（お子
様のみ）

住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
固
定
資
産
税
の

減
額
制
度
に
つ
い
て

サルの被害が増えています

　

平
成
23
年
度
の
介
護
保
険
料

確
定
額
の
通
知
書
を
、
７
月
中

に
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以

上
）
の
方
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

①
市
内
在
住
で
、
年
額
18
万

円
以
上
の
老
齢
、
退
職
、
障
害
、

遺
族
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
原
則
、
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
の
引
き
落
と
し
）
で
す
。

　

②
特
別
徴
収
以
外
の
方
は
、

通
知
書
に
つ
づ
ら
れ
た
納
付
書

や
口
座
振
替
に
よ
り
お
納
め
く

だ
さ
い
。

　

現
在
納
付
書
で
納
め
て
い
る

方
は
、
便
利
な
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
も
で
き
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
預
貯
金
口
座
を
お
持

ち
の
金
融
機
関
ま
た
は
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ　

福
祉
介
護
課
介
護
保

険
担
当�

☎
432
‐
１
３
６
４

平
成
23
年
度
介
護
保
険
料

通
知
書
の
送
付

夏の交通事故防止市民運動 7月21日（木）～8月20日（土）
「古都の夏　お先にどうぞと　待つゆとり」

重
点
目
標

①子どもと高齢者の交通事故防止

②自転車の安全な利用の促進

③飲酒運転の根絶

　日本で骨髄移植を必要とする患者さんは、毎年約2,000人おら

れます。そのうち、適合するドナーが１人も見つからない方は１

割、実際に移植を受けることができる方は約半数です。１人でも

多くの患者さんを救うために、１人でも多くの方にドナー登録を

していただくことが必要です。

○次の条件をすべて満たす方が登録できます

　・18歳～54歳の方（骨髄提供は20歳～55歳の方）

　・体重が男性45kg、女性40kg以上の健康な方

　・骨髄提供の内容を理解している方

○登録の手続きは簡単です

　�ドナー登録の説明→申込書記入→医師の問診→腕から約２mlの
採血

○登録は献血ルームでできます。（予約不要）

　・京都駅前　　☎0120-569-356
　・四条　　　　☎0120-640-388
　・伏見大手筋　☎0120-731-350
問合せ　健康づくり推進課管理担当　☎432-1423

骨髄バンクへのドナー登録にご協力を

上
賀
茂
神
社
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2011

 


